










ラティーファの独擅場










　場所はロダニア近郊に広がる森の中。セリアが領館へ行っている間に、リオは一人で岩の家を訪れていた。

　敷地を覆う結界の中に入り、ノック代わりに規定の回数、家の中に向けて純粋な魔力の波動を送る。不法侵入者ではないことが確認できたからか、すぐに家の中からラティーファが飛び出してきた。

「お帰りなさい、お兄ちゃん！」

　と、ラティーファは勢いよく抱きつく。遅れて、美春、サラ、オーフィア、アルマも家から出てくる。

「ただいま」

「うん！　今日は急にどうしたの？　セリアお姉ちゃんとアイシアお姉ちゃんは？」

　ラティーファがリオに抱きついたまま、顔を見上げて尋ねた。

「セリアは夕方までロダニアで講義だよ。アイシアはその護衛。ラティーファにも会いたかったから、顔を見に来たんだ」

　リオは抱きついたままのラティーファの頭を撫でる。

「本当!?　嬉しい！」

「とりあえず中に入ろうか」

「うん！」

　そうして、リオはみんなと家の中へと入る。ラティーファはリオの腕に抱きついてべったりだ。

「一昨日リオさんと会ったばかりなのに、今日もまたずいぶんとべったりですね、ラティーファは」

　サラがちょっぴり唇を尖らせて言う。

「当然だよ。いられるなら一年中、毎日お兄ちゃんと一緒にいたいもん。というわけで今日もたくさんくっつくんだから！　ほら、座ろう、お兄ちゃん」

　ラティーファはふふんと誇らしげに語ると、リオの腕を引っ張って一緒にリビングのソファに腰を下ろした。

「数日後にはガルアーク王国に向けて出発だけど、それまで空いている時間はなるべくこっちに顔を出すようにするよ」

「うん！」

　ラティーファはぎゅうっと力強くリオに抱きつく。

「夕方になるまでいられるなら、今日はリオさんと一緒にお昼ご飯が食べられるね。何か食べたいものはありますか？」

　オーフィアが嬉しそうに語って、リオに尋ねた。

「みなさんがもともと食べようと思っていたもので大丈夫ですよ」

「何を作るかはまだ決めてないので、何でも作れますよ。ね、美春ちゃん」

「うん」

　と、美春が頷くと──、

「なら、みんなで一緒に楽しく作れるものを食べようよ！　バーベキューとか！」

「それならあまり準備に時間もかからないし、いいかもな」

　ラティーファが提案し、リオが乗り気に相槌を打つ。

「じゃあ、決まりだね！」

　そうして、お昼はバーベキューで決定した。とはいえ、まだお昼には早い時間なので、しばらく歓談の時間が続く。

　いつもならアイシアがいてラティーファと一緒にリオと密着するのがお決まりで、セリアがリオにくっつくアイシアを見て真っ先に制止し、サラがそれに便乗する流れだが、今日はアイシアもセリアもいない。というわけで──、

「んふふ～」

　ラティーファはリオが帰宅してからひたすらべったりし続けている。サラが「ちょっとくっつきすぎではありませんか？」と指摘することが途中であったが、セリアがいないせいか普段よりもだいぶ控え目だ。

　現在は三人掛けのソファにリオとラティーファで並んで座っているが、まさしくラティーファの独擅場で、そのおかげで実にご機嫌である。すると──、

「羨ましいですね、サラ姉さん」

　アルマが不意に隣に座るサラに向けて言った。

「そうですね……って、何がですか!?」

　反射的に頷いたサラだったが、ハッとして慌て出す。

「もちろん兄弟仲が良くて、という意味ですよ」

　ふふんと笑って語るアルマ。

「……そうですね」

　ほんのりと頬を赤めつつ、照れくさそうに頷くサラだった。
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